
（別紙） 

情報提供様式 

情報提供をいただける事業者におかれては、次の事項を記載し、ご提出くださ

い。パンフレットや資料等、参考となる情報がございましたら、別途添付をいた

だけますと幸いです（分量が多い場合は、郵送でも可です。）。

1. 事業者情報事業者名

事業者名 ： 一般社団法人 八丈島熱中塾

ご担当者名 ： 理事 千葉 勝吾 

メール ： shogo.chiba@nifty.com 

電話 ：  080-6818-1666

2. 提供情報の概要

3．公表の可否 

いただいた情報を公表することに支障がある場合は右のチェック欄に 

チェックをお願いします。

 当社団は過去３年間、離島である八丈島の八丈島熱中小学校関わって参りましたが、

参加者には高齢者が多く就業されている方がほとんどでしたが、なかには熱中小学校

に参加されて就業や起業意欲を高めた方も多くおりますので、以下、情報提供します。 

１．ロールモデルを示した教育が意欲を喚起する

80 歳からのプログラマー若宮正子氏の話は授業に参加された高齢者の意欲を大

きく高めました。

２．意欲の受け皿が課題

せっかく意欲を高めても、その意欲を受け止める受け皿が課題であり、行政は具

体的な受け皿や就労助成金のような仕組みを用意する必要がある。

３．高齢者の非就労者は一様ではない

小学校参加の高齢者に聞くと、就労したい人、能力あるのにめんどうな人、とに

かく起業したい人など考えニーズは若年者よりも幅が広い。

１～３を踏まえた当社団の八丈島における具体的な提案

「八丈島 みんなのおばあちゃんおじいちゃんアイランド」

 観光客に対して、高齢者のアテンドを前面にだした「おもてなし」を提案

それも一様ではなく、「優しいおばあちゃん」「気難しいおじいちゃん」「話し好きのお

ばちゃん」といったその方ならではの個性を生かした関わりの場を、宿泊場所、食事

処、ほか各観光スポットで展開し集客をおこない波及させていく
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有名講師、島内講師のコラボによる授業で、7歳の頃のわくわく感がよみがえります！！

最新情報はFacebookで！





主催 東京都八丈町・（一社）八丈島熱中塾 協力 東京都立八丈高等学校  

熱中小学校 第 1回授業のお知らせ  

テーマ 「島しょは無限の可能性！」 

日時・場所  令和元年１０月１２日（土）から半年間 月 1回開催 旧末吉小学校等にて 

入学希望の方は町広報折込のチラシまたは八丈町の熱中小学校ホームページをご覧ください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八丈島熱中小学校の特徴は、岸田徹校長の方針に基づき「島外の著名講師」と「島内の実力講師」

がコラボして、島の課題に立ち向かう「大人の社会塾」を目指しているところです。 

その目的は、国境離島である八丈島の活性化、具体的には産業振興と人口維持・確保となり、そ

のためには、若者はもちろんのこと、女性・高齢者の新規就労や活躍が期待されるものです。 

１限目の佐分利 応貴 講師は、長年、官僚や大学教員、民間シンクタンクを経験される中で、地

域の問題や社会病理に取り組んでこられました。とくに農水省の花卉振興室長時代には、八丈の主

要生産物でもある花卉類の高付加価値化に尽力されるなど、園芸の島八丈の振興のヒントをいただ

けると期待しております。 

2 限目の大沢 竜児 講師は、ＴＶで紹介されましたが、花卉栽培の一方で、八丈ではじめて高付

加価値のシイタケ栽培にチャレンジされており、ハウス栽培での女性・高齢者の就労機会を増やす

取り組みでもあり大いに将来を期待されております。 

皆さんの奮っての八丈島熱中小学校入学をお願い申し上げます！！ 

※ 熱中小学校は、政府の地方創生交付金の支援を受けながら展開する「大人の社会塾」です  

第4期 

１０月１２日 1 時間目 14 時～    

元農水省花卉振興室長 

経済産業研究所ディレクター  佐分利 応貴 氏 

 佐分利氏は経産省の官僚ですが、農林水産省生産局花き（かき） 

産業振興室長、京都大学経済研究所准教授、総務省行政評価局 

評価監視官（法務・外務・文部科学等担当）など歴任され、地域 

振興やＩＴ振興にも詳しい講師です。 

１０月１２日 ２時間目 15 時 40 分～  

㈱大竜ファーム フローラ八丈 代表取締役 大沢 竜児 氏 

都内の生花店にて修行後、山梨県で多業種の経験を積み八丈島へ 

帰島、家業の生花店を継ぎながら高温多湿の気候を活かしたキノコ 

栽培に着手約 7年の研究を得て 2018 年に㈱大竜ファームを設立。 

現在に至る。八丈島の極端な人口減少を問題視し、Ｕターン者にも 

安心して働ける職場作りも実践し、スマート農業にも挑戦しています。 




